
第５学年 国語科学習指導案 
日 時  平成２８年９月１４日（水） 

児 童  ５年２組 男１０名  女１３名 計２３名 

授業者  歌川 裕人 

     

 

１ 単元名  伝えたい内容や目的に合わせ，資料を活用して説明しよう 

  教材名  「和の文化について調べよう」（東京書籍５年） 

         

２ 身に付けさせたい力と言語活動の構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈既習〉 

・問い合わせに応じて，図や資料から必要

な情報を取り出して話す。 

・アンケート調査をして分かったことと考

えたことを，図表やグラフを用いながら，

聞き手に分かりやすく筋道立てて話して

報告する。 

〈児童の実態〉 

・問い合わせに応じて，資料から必要な事

柄を見つけ，補足する事柄も加えて案内

することができる。 

・相手や目的に応じて，内容を筋道立てて

話そうとする意識が弱く，調べたことを

発表する場面では，書いたことをそのま

ま読んで発表する児童が多い。 

 

〈身に付けさせたい力〉 

◎目的や意図に応じて，事柄が明確に伝わ

るように話の構成を工夫しながら，場に

応じた適切な言葉遣いで話すこと。 

(話すこと・聞くこと イ) 

〇考えたことや伝えたいことなどから話題を

決め，収集した知識や情報を関係付けるこ

と。 

(話すこと・聞くこと ア) 

〈言語活動〉 

 
・いろいろな本や資料を読んで調べたこと 

をもとにして，和の文化についての説明

をすること。 

           （言語活動例 ア） 

〈単元のゴールの姿〉 

〇初めにどのような観点で説明するのか，発表の構成を示す。 

【観点の選択・説明する観点の順序】 

  ・「下駄は，２枚の歯の付いた板に鼻緒をつけ，普通は裸足で脚の親指と人差指の間に

鼻緒を引っかけてはく，日本固有の履き物です。これから，下駄がどのように現在 

まで受けつがれてきたのか，『下駄の歴史』と『下駄を長く使うための工夫』という

２つの観点で説明していきます。」 

 

○説明する内容と資料を関連付け，見せ方を工夫して話す。 

 ・「物を大事に使っていた昔の人々は，下駄を長く使うためにいろいろ工夫してきまし

た。これを見てください。(資料②を示す。)鼻緒を通す穴は普通は３つですが，穴が

４つまたは６つあるものもあり，鼻緒を前後逆にして付け替えることができます。 

これは，前に力がかかり，前方の歯や板ばかりすり減ってしまいますが，鼻緒を付け

替え，前後逆に履くことで長持ちさせることができます。(資料②を下ろす。) 

 

 

 

 

 



３ 単元の目標と評価規準 

 ・和の文化について説明するという目的を意識しながら，進んで調べてみたい課題を探したり，

資料の提示の仕方を工夫して話したりしようとしている。                  

（関心・意欲・態度） 

  ◎事柄が明確に伝わるように，説明の構成を工夫して話すことができる。 

（話すこと・聞くこと イ） 

  ・集めた情報を観点ごとに整理し，必要な情報を選んだり組み合わせたりすることができる。          

（話すこと・聞くこと ア） 

  ・文章のいろいろな構成について理解することができる。 

（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 イ（キ）） 

 

４ 単元の評価規準 

国語への関心・意欲・態度 話す・聞く能力 
言語についての 

知識・理解・技能 

・和の文化について説明すると

いう目的を意識しながら，進

んで調べてみたい課題を探

したり，資料の提示の仕方を

工夫して話したりしようと

している。  

観察 

・集めた情報を観点ごとに整理し，

必要な情報を選んだり組み合わ

せたりしている。 

ア 観察・発言・ワークシート 

・事柄が明確に伝わるように，説明

の構成を工夫して話している。 

イ 観察・発言・ワークシート 

・文章のいろいろな構成に

ついて理解している。 

 イ（キ）観察・発言 

 

５ 単元の指導計画（１０時間） 

次 時 主な学習活動 見通しと言語活動の手立て 評価規準 

 

第

一

次 

１
・
２ 

・和菓子についての教材

文を通読し，和の文化

について興味をもつ。 

・「和の文化についての説

明会」の VTR を見て，

単元のゴールについて

イメージをもつ。 

・学習計画を立てる。 

・教材文の通読や，説明会の VTR 

の視聴を通して，本単元の学習の 

イメージをつかませる。 

【見通し】 

・VTR を見て気付いたことを交流

し合い，身に付けたい力に気付か

せる。      【言語活動】 

関 

・教材文を読んだり，

VTR を視聴したりし

て，和の文化につい

て調べ説明しようと

いう意欲をもってい

る。（観察・発言） 

 

第

二

次 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３
・
４ 

・「和の文化」について，

取り上げる題材と調べ

る観点を決め，いろい

ろな本や資料で調べ

る。 

・教材文の観点を参考に，情報を集

める観点を決めさせ，調べる計画

を立てさせる。    

【見通し】 

・調べる計画に沿って，グループで

役割分担をしながら話したい内

容に合った情報を集めさせる。      

【言語活動】 

話・聞 ア 

・自分の課題を解決す

るために，集めた情

報の中から必要な情

報を関係付けてい

る。 

（観察・ワークシート） 

５ 

・調べた情報の中から，

必要な情報を選んだり

組み合わせたりして，

説明する内容を考え

る。 

・集めた情報を観点ごとに整理す 

る活動であることを確認させる。   

【見通し】 

・観点ごとに整理した情報から， 

自分たちのグループで相手の理

解を深められる内容について考

えさせる。 

【言語活動】 

話・聞 ア 

・集めた情報を観点ご

とに整理し，必要な

情報を選んだり組み

合わせたりして，説

明する内容を考えて

いる。 

（観察・ワークシート） 



６
（
本
時
） 

・伝えたいことが明確に

伝わるように，説明の

構成と必要な資料を考

える。 

・教師のモデルを使い，文化に関 

わる専門的な語句や内容に補足

の説明や資料の提示が必要とな

ることに気付かせる。 

【見通し】 

・グループ同士でイメージしにく 

いものや意味が分からない語句

などを伝え合い，それをもとに資

料を示す箇所を決めさせる。 

【言語活動】 

話・聞 イ 

・事柄が明確に伝わる

ように説明の構成を

工夫し，必要な資料

を考えている。 

（観察・発言・ワーク

シート） 

７ 

・構成に沿って，発表す

る内容を考え，資料を

用意する。 

・モデルの説明会で使われた構成 

メモや資料を参考に，自分たちの

発表で使う資料を作ることを確

認させる。      【見通し】 

・作成した構成メモや資料をグル 

ープで確認し，助言や意見を出し

合って，より良いものに改善させ

る。        【言語活動】 

話・聞 イ 

・発表の構成や資料の

使い方を意識して，

説明する内容を考

え，資料を作成して

いる。 

（観察・発言・ワーク

シート・資料） 

８ 

・説明の内容や資料の使

い方などについて，グ

ループで助言し合いな

がら説明会の練習をす

る。 

・発表練習の手順を示して，活動の

見通しをもたせる。 

【見通し】 

・構成メモをもとに，資料を作成 

して説明する練習を行い，グルー

プで助言し合う。  

【言語活動】 

話・聞 イ 

・構成メモをもとに，

用意した資料を用い

ながら説明する練習

を行い，より良い説

明の仕方を考えてい

る。 

（観察・発言・ワーク

シート） 

 

第

三

次 

９
・
１０ 

・「和の文化」についての

説明会をする。 

・単元のふり返りをする。 

・「説明会の進め方」にもとづいて，

各グループで役割分担を確認さ

せ，見通しをもたせる。 

【見通し】 

・資料を提示しながら説明会を行

い，どのような力が身に付いた

か，振り返らせる。 

【言語活動】 

話・聞 イ 

・事柄が明確に伝わる

ように資料を活用し

て説明したり，自分

の意見や知識と比べ

ながら説明を聞いて

感想を述べたりして

いる。 

（観察・発言・ワーク

シート） 

 

６ 本時の学習（６時間／１０時間） 

（１） 目 標 

事柄が明確に伝わるように，発表の構成を工夫し，必要な資料を考えることができる。 

 

（２）展 開 

段

階 
活 動 内 容 ○手立て   ・留意点   ◇評価規準 備 考 

 

導

入 

 

５ 

分 

１ 前時までの学習を想起

する。 

 

 

２ 本時の課題を把握し， 

学習の見通しをもつ。 

 

・学習計画を用いて単元の過程を振り返り，身に

付けたい力をおさえながら目的意識を高めさ

せる。 

 

・「説明の内容が相手に伝わるように」説明の構

成を考える学習であることを確認させる。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

(１) 本時の課題を確認 

する。 

 

 

(２) 学習の流れを確認

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学習の流れを提示して，本時の学習の見通しを 

もたせる。 

 

 

 

 

 

展

開 

 

 

分 

３ 学習課題に取り組む。 

  

（１）説明の構成を考え，構

成メモにまとめる。 

 

 

 

 

 

 

（２）構成メモを見合う。 

 

 

 

 

（３）発表の構成に沿って，

資料を示す箇所を考

える。 

 

 

・自分たちが伝えたいことを相手に伝えるため

に，意図をもって構成を考えることを意識させ

てから活動させる。 

 

  

・目的に合わせて説明する観点の順番をグループ

で話し合い，構成メモにまとめさせる。 

 

〇教師のモデルを使い，文化に関わる専門的な語

句や内容は聞き手が知らない可能性が大きく、

補足の説明や資料の提示が必要となることに

気付かせる。         【見通し】 

 

〇グループ同士でイメージしにくいものや意味

が分からない語句などを伝え合い，それをもと

に資料を示す箇所を決めさせる。 

【言語活動】 

 

◇伝えたいことを意識して，事柄が明確に伝わる

ように発表の構成や必要な資料を考えている。     

話・聞 イ（観察・発言・構成メモ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・構成メモ 

 

中学校区 

視点１ 

 

 

終

末 

 

 

分 

４ 学習のまとめをする。 

 

 

５ 学習の振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

６ 次時の確認をする。 

 

・板書を用いながら，本時の学習内容を児童と 

振り返り，学習のまとめをする。 

 

・本時の学習で分かったことや次の学習に生かし

たいことを振り返りシートに記入させる。 

 

 

 

中学校区 

視点２ 

・振り返り 

  シート 

内容が相手に伝わるように，説明の構成を考えよう。 

今日は，相手に内容が伝わるように説明の構成を考えることができまし

た。次の時間は作った構成メモをもとにして，資料を作ることをがんばり

たいです。 

①説明の構成を考える。 

②お互いの構成メモを 

見合う。 

③資料を見せるところを

決める。 

④今日の学習を振り返る。 

30 

10 



＊遠野中学校区授業改善の視点に関わって 

視点１〈課題意識の持続のために〉 

      ・教師のモデルを使い，文化に関わる専門的な語句や内容は聞き手が知らない可能性

が大きく、補足の説明や資料の提示が必要となることに気付かせる。 

視点２〈達成状況の把握のために〉 

      ・本時の学習で分かったことや次の学習に生かしたいことを振り返りシートに記入さ

せる。 

 

（３）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  
 

  

  

 

 

 

 

 

一
九
二

八 

誕

生 小
学
生 

 
 

の

頃 

乾

秀
雄
先

生
と
出

会
い
， 

 
 
 
 
 

漫画の才能を認められた。 
中
学
生 

 
 

の

頃
 

戦争の最中でも漫画を描き続ける。 

中
学 

 

卒
業

後

 

医師にな勉強をしながら漫画を描き続ける。 

一
九
四

六

 

初めての連載漫画 

 
 
 
 

 

｢

マアちゃんの日記帳

｣
 

 

一
九
四

七

 ｢

新宝島

｣

が大ヒット。 

 
 
 
 

 

母の一言で漫画家になることを決意。 

 
 
 
 

 

次々と素晴らしい作品を生み出す。 

 

一
九
六

一

 

アニメスタジオを設立 

一
九
八

〇

 

海外で講演を行う。 

一
九
八

九

 

病気で亡くなる。 

 

 

 

 

  

モ
デ

ル
原

稿 

内
容
が
相
手
に
伝
わ
る
よ
う
に
，
説
明
の
構
成
を
考
え
よ
う
。 

調
べ
た
こ
と
を
も
と
に
し
て
，
和
の
文
化
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
し
よ
う
。 

発
表
構
成
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〇
構
成
を
考
え
る
と
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・
ど
う
伝
え
る
か 

 
 
 

わ
か
り
や
す
く 

印
象
に
残
る 

 

・
難
し
い
，
わ
か
り
に
く
い
言
葉 

 

・
相
手
の
興
味
を
引
き
つ
け
た
い 

 

ふ
り
返
り
の
視
点 

 

①
内
容
が
相
手
に
伝
わ
る
よ
う
に
，
発
表
の
構
成
を
考
え
る

こ
と
が
で
き
た
か
。 

 
 

②
次
の
学
習
で
が
ん
ば
り
た
い
こ
と
。 

課
題 

交
流
タ
イ
ム 

ふ
り
返
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↑
補
う 

・
言
葉
で 

 
 
 
 

・
資
料
で 

 
 

 


